
大きな水生ほ乳類・マナティーの保全は
何の役に立つ？アマゾン,アフリカ編

講師： 菊池夢美氏
（社）マナティー研究所理事 /京都大学野生動物研究センター特任研究員

２００７年にブラジル国立アマゾン研究所でアマゾンマナティーの行動研究を始められてから、日本
では稀有なマナティ研究者として活躍される菊池さん。研究と同時に、現地の人びととマナティの
保全にも取り組んでおられます。希少生物の保全が私たちにとってどのような意味があり、現地の
人たちからどういった協力を得ておられるのか、 お話を伺います。

日時： 2023年10月1８日（水）13：00－14：30

場所：津田塾大学小平キャンパス 本館H310教室

水曜3限「国際協力論（3）」の講義中に実施します。
受講生以外の方の参加も歓迎します。当日は正門守衛所にて受付後、教室にてお待ちください。

津田塾大学学芸学部多文化・国際協力学科
「フィールドから学ぶ」シリーズ

主催 多文化・国際協力学科
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